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1. はじめに  

津波による被害は地形や住民の災害経験などの要

因により大きく変化し，同じ市町村内でも地域ごと

に被害の様相が大きく異なることがある 1)．本稿で

の空間スケールの概念図を図-1 に示す．近年の津波

被害に関する多くの分析は①県単位であったり，②

市町村単位で行われているが 1)，こうした広い空間

スケールでの分析では，津波による被害の特徴を十

分に捉えることができない．また実際に，明治三陸

津波，昭和三陸津波など，過去の津波による被害は

部落単位で記録されているものが多く 2)，スケール

の問題からそのままでは近年の津波との比較が行え

ないという課題がある．その中で，東日本大震災の

被害については③町丁目単位の詳細な空間スケール

で分析することが可能である．  

一つのイベントを対象に地域間の比較をすること

で，地形特性や地域属性が被害量に与える影響を検

討可能なことに加え，今後，同等スケールでの過去

の災害との比較から，新たな知見を得ることが可能

になると考えられる．本稿では，まず東日本大震災

の人的被害を対象に③町丁目単位での分析を行い，

同一イベントにおける地域ごとの被害の違いを検討

した結果を紹介する． 

2. 使用したデータ  

2.1 分析対象とする町丁目の選定基準 

分析にあたっては，町丁目面積が 3 ㎢以下であり，

かつ町丁目面積の 70％以上が浸水している町丁目

のみを分析対象とした．前者は，十分に詳細な空間

スケールで分析を行い，地域ごとの被害の特徴を捉

えるために設けた．後者は，当時の正確な曝露人口

を知ることは不可能なため，対象とする地域の全域

が浸水したと見なせる地域のみを選出し，曝露して

いない人口を分析に含んでしまうことで人的被害量

を過小評価することを防ぐために設けた． 

2.2 犠牲者率の定義 

犠牲者率 3)は式(1)のように定義した． 

犠牲者率(%) =
死者数 +行方不明者数

被災前人口
× 100 

2.3 津波浸水深の定義 

津波浸水深は，実測値から補完して求められた浸

水 5ｍメッシュデータ 3)を用い，町丁目ごとに浸水

深の中央値を求め代表値とした．  

3. 分析結果 

3.1 浸水深と犠牲者率との関係の比較  

 岩手県及び宮城県沿岸に位置する 15 市町村につ

いて，津波浸水深と犠牲者率の関係をプロットした

ものとピアソンの積率相関係数を図-2 に示す．この

結果から，リアス式海岸部では浸水深と犠牲者率の

間に特筆すべき相関はないが，仙台平野部では高い

相関が見られる市町村もあると分かった． 

津波による人的被害は，様々な要因が複雑に影響

し変化する．そのため，単純な外力指標と犠牲者率

との間に相関が見られることは稀だと考えられる．

そこで以降は，浸水深と犠牲者率の間に最も高い相

関が見られた石巻市に着目し，詳細な分析を行う． 

3.2 石巻市平野部に着目した詳細分析  

(a)浸水深と犠牲者率の関係  

 本稿において分析対象とした石巻市内の町丁目と，

その被災前の建物分布を住宅を赤色，それ以外の用

途の建物（工業施設，店舗など）を青色で図-3 に示

す．続いて，石巻市における浸水深と犠牲者率の関

係をプロットしたものを図-4(a)に示す．概ね浸水深

 

図-1 空間スケールの概念図 

  

図-2 15 の市町村における浸水深と犠牲者率の関係 
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と犠牲者率の間に相関が見られるが，図中に赤色で

示す町丁目は，他と比較して，浸水深に対して犠牲

者率が低くなっている．これらは図-3 にて赤枠で囲

まれた町丁目であり，南浜町を除く 4 つの町は沿岸

部の工業施設が集中し住宅はほとんど存在しない地

域である． これらの町丁目において犠牲者率が低く

なった理由として，工業施設は流出した建物が少な

かったことや，沿岸部の住民は津波の襲来を予測し

避難したのに対し，内陸部の住民は内陸部までは津

波が来ないと考え，避難が遅れたことが考えられる．

これと同様の避難傾向が名取市においても報告され

ている 4)． 

(b) 住宅被害率と犠牲者率の関係 

 住宅被害（𝑃𝐷）と犠牲者率の関係について整理し

たものを図-4(b)に示す．なお，住宅被害率（𝑃𝐷）は

羽鳥 5)にならい算出した． この結果，浸水深のみな

らず建物被害と犠牲者率の間にも高い相関が見られ

た．石巻市平野部を対象に生存者からの聞きとりを

行い，犠牲者の被災時の行動を調査した既往研究 6)

では，石巻市平野部において犠牲者のうち自宅で被

災した方は 63.2%にのぼると報告されている．この

ことから，犠牲者の多くが避難をしなかった，また

は避難の遅れにより建物の中に滞在したまま津波に

遭い，建物被害と人的被害が同時に発生したことで，

本稿で示したような結果が得られたと考えられる． 

3.3 分析結果の考察 

本稿で考察をするにあたり，津波による人的被害

に影響する要因を次のように整理した．  

（津波による人的被害の要因）＝ 

津波特性（到達時間＋浸水深＋外力）  

＋地形特性（勾配＋標高＋海岸形状）  

＋個人属性（認識＋情報収集力＋判断力）  

＋地域属性（避難施設・経路＋情報伝達＋防災文

化・啓発） 

これをもとに今回の結果を考察する． 

(a)三陸海岸での人的被害に影響する要因 

三陸海岸は独特の地形（地形特性），過去の災害経

験（地域属性，個人属性）2)のため多くの要因が人的

被害量に影響したと考えられ次のように整理できる． 

（三陸海岸などでの要因）＝ 

津波特性＋地形特性＋個人属性＋地域属性 

このため図-2 に示すように，犠牲者率と浸水深に相

関が見られなかったと考察できる．  

(b)仙台平野での人的被害に影響する要因 

仙台平野では，勾配の少ない平野であること（地

形特性），防災施設整備があまりされていなかったこ

と（地域属性）から，次のように整理される．  

（仙台平野部などでの要因）＝津波特性＋個人属性  

(c)石巻市中心部での人的被害に影響する要因  

石巻市中心部では，避難行動があまり行われなか

ったために，個人属性が人的被害に及ぼす影響が小

さかったことが考えられるため， 

（石巻中心部での要因）＝津波特性 

と整理され，その結果，図-2 に示すように，津波浸

水深と犠牲者率に高い相関が見られたと考察できる． 

4. おわりに 

 本稿では，東日本大震災の人的被害に関するデー

タを町丁目ごとの詳細なスケールで分析した．岩手

県，宮城県沿岸部の 15 市町村のうち，多くの地域で

津波浸水深と犠牲者率に関係が見られなかったが，

石巻市など仙台平野部の一部の市町村においては高

い相関があることが分かった．さらに，石巻市に着

目し詳細な分析を行った結果，浸水深のみならず建

物被害と犠牲者率との間にも高い相関が見られた．  

 今回，東日本大震災を対象に地域間の比較を行い，

条件によっては特定の要因が強く人的被害に影響す

る地域があると分かった．今後，東日本大震災と過

去の津波を同等スケールで比較することで，津波特

性，個人属性，地域属性が人的被害に与える影響を

検討することが可能になると考えられる．  
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図-3 石巻市での住宅と住宅以外の建物の分布状況 

 

 

図-4 (a) 石巻市における浸水深と犠牲者率の関係  

(b) 石巻市における建物被害率と犠牲者率の関係  
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